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事業名 国道52号 上石田改良 事業 一般国道 事業 国土交通省
区分 主体 関東地方整備局

起終点 自：山梨県甲府市富竹一丁目 延長
やまなし こ う ふ とみたけ

至：山梨県甲府市寿 町 １．０km
やまなし こ う ふ ことぶきちょう

事業概要
一般国道５２号は、静岡県清水市と山梨県甲府市を結ぶ延長約１００ｋｍの主要幹線道路である。上石

田改良は、甲府市内の一般国道５２号の交通混雑の緩和、線形改良・歩道設置による安全性の向上を目的
とした、甲府市富竹一丁目から甲府市寿町までの延長約１．０kmの道路拡幅事業である。
Ｈ８年度事業化 Ｓ４３年度都市計画決定 Ｈ１６年度用地着手 Ｈ１７年度工事着手

全体事業費 １５３億円 事業進捗率 ２５％ 供用済延長 ０km
計画交通量 ２８，１００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年
分析結果 (事業全体) ２．０ ９９億円 /１３２億円 ２６０億円/２６０億円 平成１７年

事 業 費：95 /128億円 走行時間短縮便益：238 /238億円
(残事業) ２．６ 維持管理費：4 / 4億円 走行費用減少便益：14 / 14億円

交通事故減少便益： 7 / 7億円
事業の効果等
・４車線化と橋の架け替えによる交通円滑化
・拡幅･線形改良と歩道設置による交通安全性の向上
・道路整備に伴う沿道環境の改善
関係する地方公共団体等の意見
山梨県及び地元の首長等で構成される期成同盟会等により、上石田改良の整備促進について、要望を受

けている。（Ｈ１２．５月から年Ｈ１７．５月まで、２回／年程度要望書提出）
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
上石田改良区間周辺において、都市拠点整備事業や産業拠点開発事業など、多くの面的開発計画が存在

し、今後も交通量の増加が想定される。
事業の進捗状況、残事業の内容等
優先整備区間（450ｍ）について、用地買収･橋梁下部工事を推進している。残区間（550ｍ）について

は、ＰＩによる交差点形状等についての計画を推進している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
貢川河川改修計画における河川断面の変更による橋梁設計変更により事業が遅延している。今後も、用

地買収･工事を推進し、平成２０年度に優先整備区間（450ｍ）、平成２０年代半ばに残区間（550ｍ）を
供用する予定である。
施設の構造や工法の変更等
荒川橋の架け替えにおいて、コスト縮減の観点から、仮橋の上部を本橋に横取り一括架設する工法を採

用し、橋梁設計を変更した。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。




